
HR Japan Summit ２０２４

一般社団法人 定年後研究所 所長 池口 武志

【アジェンダ】

①大企業 人事担当者の課題・試行錯誤の共有 「シニア活躍推進研究会」

②シニア社員に関する企業目線への違和感 「働かないおじさん？」

③高齢期で向上するシニア人材のやる気、維持される能力

④活用されるべきシニア人材の価値 「人間力」

⑤イキイキシニアの共通体験は 「越境」事例①～④

＜ご参考＞企業主導での「定年準備教育」のモデル
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一般社団法人定年後研究所 紹介

定年後研究所とは～ミドルシニアの「自走人生」をデザインする～

主に、大企業中高年会社員を対象に職業人生の長期化に向けた調査・研究活動をおこなうとともに、キャリア研修
プログラムの開発・監修を手掛ける

◼ 職歴・学び

1963年京都市生まれ 1986年日本生命保険に入社し、長く管理職として多様な人材育成に関わる

2005年オックスフォード大学 Foreign Service Programme修了

2016年キャリア研修を手掛ける(株)星和ビジネスリンクに出向

2021年定年後研究所所長

2023年3月桜美林大学大学院老年学修士（還暦で卒業）

◼ 社会活動、資格等

厚生労働省生涯現役社会の実現に向けた検討会委員 社会福祉推進事業検討会委員

日本心理的資本協会理事 シニア社会学会理事

早稲田大学キャリア・リカレント・カレッジ アドバイザー

キャリアコンサルタント、AFP(ファイナンシャルプランナー)、消費生活アドバイザー

◼ 著書・原著論文

「定年NEXT（廣済堂新書）」、「人生の頂点は定年後（青春新書）」

「50~60歳代会社員のキャリアチェンジのプロセス（老年学雑誌14号）」

所長 池口武志 ＜連絡先＞ t-ikeguchi@seiwabl.co.jp
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定年後研究所の特長、調査・研究対象、実現したいこと

①特長
・大企業の中高年社員の活躍に焦点をあてている
・大企業１２０社程度との対面での繋がり、
２０００名の企業人事担当者のメルマガ会員を保有

②調査・研究対象
・大企業の中高年社員活躍の人事施策のあり方
・大企業の中高年社員のキャリア意識
・定年前後期にキャリアチェンジした人の特徴
・６０代以降のキャリア意識（サードエイジ：今後の関心テーマ）

③実現したいこと
・50~60代の会社員の自律的なキャリア選択と
その後の充実（⇒やりがいの高い職業人生の継続）
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２
０
２
１
年
度

第１回 6/15
第一部
＜講演＞

７０歳就業機会確保法の背景及び企業に期待すること/           
厚生労働省 職業安定局 高齢者雇用対策課 課長補佐 渡部 愛 氏 

第二部
＜分科会＞

ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ
て情報交換

第２回 9/22
第一部
＜講演＞

❶中高年社員の活躍を応援する「セカンドキャリア支援プログラム」の取組について/
損害保険ジャパン株式会社 人事部 立花 一元 氏

❷電通が挑む人生100年時代の価値発揮のあり方「ライフシフトプラットフォーム」 について/
ニューホライズンコレクティブ合同会社 代表 山口 裕二 氏

第二部
＜分科会＞

ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ
て情報交換

第３回 2/15
第一部
＜講演＞

高年齢者の就業機会拡大のねらい ～高年齢者雇用安定法改正は転換点となるか～/
 厚生労働省 職業安定局 高齢者雇用対策課長 野﨑 伸一 氏

第二部
＜分科会＞

ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ
て情報交換

２
０
２
２
年
度

第１回 7/26
第一部
＜講演＞

中高年社員の キャリア自律 に向けた取組 内容 ：その背景、目的、 施策、 手応えは/
花王株式会社 人財開発部門 田中 豊 氏・ 損害保険ジャパン株式会社 人事部 立花 一元 氏

日清食品ホールディングス株式会社 人事部 梅田 一豊 氏・日本生命保険相互会社 人材開発部 松本 和信 氏

第二部
＜分科会＞

ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ
て情報交換

第２回 11/1
第一部
＜講演＞

❶大企業会社員の学びやキャリアの意識調査結果から /                      一般社団法人 定年後研究所 所長 池口 武志 氏
❷大学提供の社会人リカレント教育の現状と期待される役割/ 早稲田大学 社会人教育事業室 室長 (商学部教授)守口 剛 氏

第二部
＜分科会＞

ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ
て情報交換

第３回 2/21
第一部
＜講演＞

❶大企業における中高年のキャリア自律に向けた現状と課題
定年後研究所２０２２年度 企業ヒアリング調査、会社員アンケート調査結果より/

一般社団法人 定年後研究所 所長 池口 武志 氏
❷サントリーのシニア社員活躍への取組 ―意識変革と活躍の「場」拡大に向けてー/

サントリーホールディングス株式会社 ピープル＆カルチャー本部 斎藤 誠二 氏
＜情報提供＞ 地域活性化起業人（企業人材派遣制度）を活用したセカンドキャリア創出（具体事例紹介）/

総務省 地域力創造グループ 地域自立応援課 主査 中村 将 氏

第二部
＜分科会＞

ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ
て情報交換

２
０
２
３
年
度

第１回 7/3
第一部
＜講演＞

❶「社会課題の解決を通じた中高年社員の活性化」社会課題解決を通じたシニア社員の人材育成/
                                                              株式会社ソーシャルキャピタルマネジメント 代表取締役社長 小林 博之 氏
❷損保ジャパンのシニア活躍推進/  損害保険ジャパン株式会社 人事部人材開発グループ グループリーダー 髙田 剛毅 氏

第二部
＜分科会＞

ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ
て情報交換

第２回 11/9
第一部
＜講演＞

「中高年会社員の越境体験の現場から」
❶ 民間企業 中高年社員の人材流動化に向けた支援現場から/ 公益財団法人 産業雇用安定センター 理事長 岡崎 淳一 氏
❷ 民間企業 中高年社員の社会福祉領域への越境体験の現場から/
                                                                            植草学園大学副学長（社会福祉法人 千楽副理事長） 野澤 和弘 氏

第二部
＜分科会＞

ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ
て情報交換

第３回 1/17
第一部
＜講演＞

❶改正高年齢者雇用安定法への対応状況、及び企業に期待すること/
厚生労働省 職業安定局 高齢者雇用対策課 課長 宿里 明弘 氏 

❷社会貢献活動での気づきを通じた企業人材の育成/                公益財団法人 さわやか福祉財団 理事長 清水 肇子 氏

第二部
＜分科会＞

ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ
て情報交換

２
０
２
４
年
度

第１回 7/3
第一部
＜講演＞

❶シニアの経験を活かすと共に、従業員の心の高齢化を防ぐ/        早稲田大学 大学院経営管理研究科 教授 竹内 規彦 氏
❷花王の中高年社員活性化、エイジダイバーシティの取組/           花王株式会社 キャリア開発部 マネジャー 田中 豊 氏

第二部
＜分科会＞

ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ
て情報交換

第２回 8/28
第一部
＜講演＞

❶待ったなし！ 大企業中高年社員のリスキリング/    ジャパン・リスキリング・イニシアチブ 代表理事 後藤 宗明 氏
❷多彩なセカンドキャリアに挑むロールモデルから学ぶ/ 一般社団法人 定年後研究所 所長 池口 武志 氏

第二部
＜分科会＞

ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ
て情報交換

企業人事担当者 本音の意見交換の場づくり シニア活躍推進研究会

東京７０社
大阪５０社
対面交流

シニアの
モチベーション
キャリア研修
リスキリング
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企
業
の
見
立
て
は

■ 中高年社員に関する一部の企業目線への違和感

5シニア社員の活躍と再雇用の課題（パーソル総合研究所：2021年）
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令和元年「労働経済の分析」（厚生労働省）

【仕事への熱意は加齢と共に】

上昇する

7

30
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モチベーションの「強さ」 ⇒企業は活かせているのか？

8

• 加齢と共に上昇傾向

• 55歳以上で大きく上昇する傾向

• 「ワーク・エンゲイジメント」

で特に顕著

•同様の結果は、登壇者が実施
した他の調査データ
（n≒6,800）でも確認

登壇者（竹内）のデータによる。
n = 1,089（①～29歳＝368名, ②30～39歳＝368名, ③
40～54歳＝197名, ④55歳以上＝156名） © Norihiko Takeuchi

シニア活躍推進研究会（2024年7月）資料より



幸福感のU字カーブ

底は４８.3歳

世界１４５ケ国調査
(ダートマス大学 デービッド・ブランチフラワー教授）
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流動性知能が落ちない人の特徴は
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・結晶性知能
語彙・理解力・洞察力

・流動性知能
情報処理スピード・直感力

（健康長寿ネット：「ホーンと
キャッスル」）

流動性知能が落ちない人
の特徴

・生活、学びの中で
問題に向き合ってきた人

（逆は避けてきた人）



【人は潜在能力の●％を使っているのか？】

正解は ％
（ハーバート・オットー「潜在能力を活かそう」）

◎潜在能力を活かすこと
・新しい人との出会い
・社会の課題や地域の課題
にコミットする

潜在能力を阻むこと
・固定化された思考回路
・老化への否定的態度
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シニアのマッチング歴が豊富な森田孝さんが感じる

「シニア社員の強み」

・引き出しの豊富さ
・コミュニケーション力
・ビジネスフレームでの思考力
（どこが強みで、足りないところは）

・角度の違うアイデアが多岐にわたる
・相手の歩調に合わせる懐の深さ
（地方の実情にピントを合わせて）

・キャリアを使って、キャリアアップを目指すのではなく
キャリアを地方のために還元したい

森田孝さん：公民共創サードプレイス推進機構 代表理事（民間シニア会社員と地方部の自治体をマッチング）
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社会福祉法人の経営者の声①
Q）企業経験が福祉の仕事に活かせると思う点は？

・福祉と違う視点からの意見

・人の立場になって考えることが必要な職業

・それぞれが持つ知識・経験をアイデアとして活かせる

営業経験：就労継続支援A型での職域拡大

サービス接遇経験：基本的な接遇マナー（お手本となる）

・企業でのビジネスマナー、コミュニケーション能力

・人間相手であること、利用者との信頼関係の構築

厚生労働省令和５年度社会福祉推進事業「企業等から福祉現場への人材供給に関する調査研究事業」より
13



Q）中途採用面接で重視している点は？

・人としての優しさ

・対人支援職なので、コミュニケーション能力

・会話から滲み出る人間性

・人柄と一般的な社会常識

・職場での仲間づくり（共感性、やる気）

・明るい表情、挨拶、身だしなみ、エチケット

・心身の健康

厚生労働省令和５年度社会福祉推進事業「企業等から福祉現場への人材供給に関する調査研究事業」より

社会福祉法人の経営者の声②
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キャリア
オーナーシップ
を持っている

好奇心と

越境力
が秀でている

役割意識が強く
社会貢献志向

が高い

＜きっかけ＞
・（役職）定年を意識
・早期退職や不本意な異動
・管理業務からの解放
・越境体験（他社、大学等）
・親族の不幸

（役職）定年等で立ち止まっていると選択肢は狭まる一方

第１章 活躍フィールドの拡大に向けた自律行動の
展開
第２章 好きな仕事で自身も成長し、会社貢献を続
ける
第３章 大企業からスタートアップ・中小企業への
転身
第４章 大企業からNPO法人への転身
第５章 大企業から社会福祉法人への転身
第６章 大企業から地方創生への転身
第７章 国際経験を国内外の社会貢献に活かす
第８章 多彩な独立・起業スタイル
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～定年前後期にイキイキと活躍を続ける人のインタビュー

３１名の

ロール
モデル



新たな交流で視界が広がる
（やりたいこと「WILL」

の発見）

『全く違う世界の人と一緒に勉強した。
ビジネスマンは自分だけだった』

『出向してみて視界が広がった。支店
にいるとどうしても…』

『仕事の傍ら、色んな会に顔をだすよ
うになってからです』

新たなフィールドで必要と
される喜び

（自身の強み「CAN」の発
見）

『自分が普通にやってきたことが、非
常に驚きだったり、新鮮だったりって
周りの人に言って頂いた』

『自分のやってきたことが意外なとこ
ろで役に立つんじゃないか』

『誰かが困っていて、自分に余力があ
るなら、その分助けてあげようと』

定年前後期でキャリアチェンジを果たし、その後イキイキしている人の共通点は？

池口論文「50~60代会社員のキャリアチェンジのプロセス」より抜粋
16
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㈱ソーシャルキャピタルマネジメントの事例

衝撃を受けた。知
らないことが沢山
あると実感できた

小さくても身近な
所から行動に移そ
うと思った

使命感が伝わって
きて勇気をもらえ
た

受講者の声

＜越境の価値①＞社会課題とセカンドキャリアを紐付ける研修の事例
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中野 博之さん（仮名） 60歳

大手総合商社から「都内障がい者支援施設へ」

・総合商社では、中近東に長く赴任。風習・文
化・宗教も異なるが、日本との共通価値観も多く、
未知の環境への適応力を磨く

・役職定年を迎え、将来の選択肢を増やすため、
父親の在宅介護が一つのきっかけで、社会福祉士
の資格を取得

・定年を間近に控え、福祉施設への転職活動を行
う中で、企業出身者を積極雇用する都内福祉施設
の施設長として採用される

・企業時代のマネジメント力・コミュニケーショ
ン力が活かせており、ご利用者・家族の感謝がや
りがい
福祉の世界は「地元密着」志向にフィット

樋口 幸雄さん ７４歳

社会福祉法人京都ライフサポート協会
理事長

・当法人は中途採用が4分の3で、畑違いからの応募も
多い

・訴える力の弱い人を相手にする仕事なので、採用基
準は「人柄」。この点、責任ある仕事をしてきた中高
年会社員は、安定感・社会常識の面で大歓迎

・社会福祉施設の仕事は、人が持つ「優しさ」を発揮
できる素敵な職場

・勤務時間は規則正しく、労働条件も民間平均とさほ
ど差がある訳でもない

社会福祉法人の理事長からのメッセージ

＜越境の価値②＞ 民間企業から「社会福祉施設」への転身事例
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中高年会社員の意識と行動変容のプロセス ～ＣＲＣ半年間の観察を受けて～

漠
然
と
し
た
将
来
の
不
安

＜ステップ１＞

徹底した
自己理解作業

・WILL・CAN・MUST  
の言語化

・他者から映る自分とは

＜ステップ２＞

代理体験
(ロールモデル)に

よる自己効力感の向上

    ・外の世界での自己の可能性
への気づき

     ・足元の自己の確立

将来が楽しみになってきた
一歩目のハードルが
低くなった

＜ステップ３～受講後の変化＞

キャリア自律行動の展開

・自発的学び、リスキリング
・新たなコミュニティへの参画
・活躍フィールドの創造
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目標設定シート
Will,Can,Must

＜越境の価値③＞早稲田大学キャリア・リカレント・カレッジ



【ライフキャリア実践】
・前半３回は、５０代でキャリアチェンジを果た
し、自律的＆没頭的なキャリアを歩むロールモデ
ルの語りから何を得られるか？
（新聞記者⇒福祉施設経営者、大手教育⇒スター
トアップ、大手広告代理店⇒地方限界集落へ）
・後半２回は、班ごとに、自分たちで選んだロー
ルモデルにインタビューし、そこから得られたも
のをクラス全体で共有する

【ライフシフト時代のダイバーシティ
な働き方～多様な働き方と実践論】
・多様な働き方を知り、自らのキャリアを振り返
りながら次のステップを考える
・多様な起業を紹介し、「自分らしい起業」をイ
メージする
・自身を一つの事業体と捉え、持続するための経
営計画を作る

【社会課題をセカンドキャリアに紐付
ける思考法】
・多様な社会課題解決の実践家に登壇頂き、社会
課題解決をビジネスとして実践することをイメー
ジする
・これまでの自らのキャリアで社会課題との接点
を振り返り、今後どのような社会課題と向き合い、
自らのセカンドキャリアと紐付けるかを考える

【経営者との対話＆解決提案ワーク
ショップ～多様な経営課題に触れて、
自らの可能性を拡げる】
・３名の中小企業、ベンチャー企業経営者のリア
ルな経営課題に触れ、関心あるものを選択し、解
決提案を考える
・各自発表に対し、経営者からコメントをもらい、
自身の強みや志向の気づきを得る

自らのキャリアの可能性を拡げ、キャリア探索行動へ反映する
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① 森田 孝さん
越境で気づく自らの可能性
～シニアの強みを活かせる地域課題への係わり
・これまでのキャリアの歩み
・起業に至る経緯とは
・起業してからの実際の苦労
・現在の仕事のやりがい
・シニア社員の大きな可能性
・支えになった人の繋がり
・都心部の会社員へのメッセージ

② 糸藤 友子さん
経験と新たな学びで広げるWin-Ｗinの
相互関係～主体的に行動し、繋げる

・興味と関心を糧に重ねてきたキャリア人生
・50代でのMUST人生からWANT人生への転換
・白紙から学んだ脳科学
・オリジナルな価値「脳と腸の相関」への着眼
・身近な疑問を後回しにしない

③ 山内 潤毅さん
タグを増やして可能性を広げる
～越境体験で気づいた「組織への貢献志向」

・これまでのキャリアの歩み
・人事の仕事の醍醐味～理論と実践
・越境で気づいた自分の世界の狭さ
・キャリアを考え抜いた末の結論は
・将来のチャンスを広げていくために

④森岡 正士さん
新たな出会いから感謝の輪を広げる
～会社人生から地域貢献人生への転換

・海外資産運用部門で積み上げてきた会社貢献人生
・65歳よりも60歳で新たなスタートを切る意味合い
・学生時代の奨学金への恩返し
・地域社会でのご縁を大切に
・目の前に浮かぶ桃を逃さない

ロールモデル「インタビュー動画」でのミニ越境



＜越境の価値④＞ 「自治体」も住民向けに越境の場を提供
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＜５つの幸福の習慣＞

～ギャラップ社、世界１５０ケ国調査で分かった「人生を価値あ
るもの」にする５つの要素～

❶仕事の幸福とは ❷人間関係の幸福とは
❸経済的な幸福とは ❹身体的な幸福とは
❺地域社会の幸福とは
＜幸福の習慣：トム・ラス/ジム・ハーター 2011年（ディスカバー・トゥエンティワン）＞

＜全体構成（必要要素）＞

・仕事の幸福を考える
～MUST人生からWANT人生への転換

・地域社会の幸福を考える
～幸福感を高める地域貢献活動

・経済的な幸福を考える
～資産形成から資産活用への転換

⇒将来のキャリア人生の選択肢を増やす

＜狙い・目的＞

Ａ）選択肢が狭まってくる定年世代に対して、
定年後の職業人生の充実を目的とする
・仕事の持続を第一義とする
・社内での就労継続、社外転身含めて、主体的
にキャリア選択する機会を付与する

・選択肢を広げる行動を促す

Ｂ）生活面を含めた幸福度を高める
・マネーも人生を豊かにする手段と捉える
・マネープランの基礎知識を押さえつつ、蓄積
してきた資産活用を考える

・地域での役割創出の着手を促す

（参考：「定年」の定義）

・定年を６０歳と仮置きし、「60～65歳の再雇用社員」を
教育対象に設定している
・本質的には６５歳定年でも同じ

23

＜ご参考＞定年準備教育の全体像（狙い・目的・構成）
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